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笹子トンネル天井板落下事故 
2012年12月2日 
AM8:05頃発生 

自動車3台が下敷きとなり 
計9名が死亡 



笹子トンネル事故の教訓 

2 出典：「トンネル天井板の落下事故に関する調査・検討委員会 資料」より 

完成から３５年後の
事故発生 



笹子トンネル事故の教訓 
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天井部材が接着系アンカーで
取り付けられている 

新設当時の設計図書と実際の施工状況とに 
不整合あり。。 出典：「トンネル天井板の落下事故に関する調査・検討委員会 資料」より 



笹子トンネル事故の教訓 
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複数の要因が作用して、天頂部の接着系ボルトの脱落が発生した
と考えられる 

出典：「トンネル天井板の落下事故に関する調査・検討委員会 資料」より 



笹子トンネル事故の教訓 
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直前の点検では不具合を発見できず、事故後に1000ヵ所超の不具合を確認 

出典：「トンネル天井板の落下事故に関する調査・検討委員会 資料」より 



笹子トンネル事故の教訓 
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事故後の影響 

恵那山トンネルの天井板撤去工事 

出典：「トンネル天井板の落下事故に関する調査・検討委員会 資料」より 



社会インフラの老朽化の状況 

7 出典：「国土交通白書2014」より 

建設後50年を経過する社会資本の割合 さまざまなインフラの老朽化 



社会インフラの老朽化の状況 
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国土交通関係8分野のインフラのヴィンテージ 

出典：「国土交通白書2014」より 



社会インフラの老朽化の状況 

9 

社会インフラの老朽化をめぐる意識 

笹子トンネルの事故の後、社会インフラの老朽化に対する
関心は高まっている 

出典：「国土交通白書2014」より 



社会インフラの維持管理の現状 
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多岐にわたる維持管理業務 維持管理の実施態様 

頻度は高くないが周期的に発生する業
務もあり、その範囲はきわめて広い 

多くのインフラの維持管理は厳しい作
業環境で行うことを余儀なくされる 

出典：「国土交通白書2014」より 



社会インフラの維持管理の現状 
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老朽化が進行するなかで懸念されること 

（地方公共団体から見た維持管理の状況） 

適切な社会インフラの維持管理・更新を進めるための 
予算、人材、技術力が不足している・・・ 

出典：「国土交通白書2014」より 



社会インフラの維持管理の現状 
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建設業者等が経験したことがある維持管理業務の実施上の困難 

（建設業者から見た維持管理の状況） 

人員確保、 
基礎的情報の不足、 
作業環境・条件の改善 
が課題 

出典：「国土交通白書2014」より 



インフラの維持管理・更新に関する国の施策 

13 出典：国土交通省「社会資本の老朽化対策会議」資料より 



インフラの維持管理・更新に関する国の施策 
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インフラ長寿命化基本計画（平成25年11月29日） 

15 出典：国土交通省 資料より 



インフラ長寿命化基本計画（平成25年11月29日） 

16 出典：国土交通省 資料より 

センサー・ロボット技術の重要老朽インフラへの活用割合を
2020年に20％、2030年に100％とする目標 



新技術を活用したインフラ管理の高度化 

17 出典：内閣府 資料より 



新技術を活用したインフラ管理の高度化 
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橋梁モニタリングシステム 

（モニタリング技術） 

出典：「国土交通白書2014」より 

2012年2月に東京湾に開通した東京ゲートブリッジには、橋の左
右の伸縮変位や中心部のひずみ、免震装置の変位等を測定する
多くのセンサーが取り付けられており、センサーが計測した
データは、システムを通じて、ほぼリアルタイムに監視室にあ
るパソコンに表示される。 

技術者による点検で把握されるよりも先に、
インフラに生じた変位や異常を常時察知す
ることを可能にする。 



新技術を活用したインフラ管理の高度化 
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（モニタリング技術） 

鉄道システムのモニタリング 

出典：日立製作所様提供資料より 
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免震層温度 

■計測目的 
免震装置（建物）の長期的な変形変動を把握する 

■システムの概要 

 ①免震装置に変位センサーを設置 

 ②継続的に計測データを無線送信 
 ③作業所事務所内パソコンにてデータ管理 

建物免震システムの 
長期モニタリング 



新技術を活用したインフラ管理の高度化 
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UAVシステム機器構成 

（高度な点検・診断技術） 

出典：「国土交通白書2014」より 

UAV（unmanned air vehicle：無人航空
機）システムは、操作用タブレットに飛
行ルート、高度、撮影ポイント等を入力
するのみで操作が可能である 

UAVシステムからの撮影画像 

UAVシステムを用いた橋梁点検状況 

操作が簡便であるため、飛行自体には特
別な技能が必要とならない 

カナダ：エリヨン・ラボ社製 



新技術を活用したインフラ管理の高度化 

21 出典：内閣府 資料より 



新技術を活用したインフラ管理の高度化 

22 出典：内閣府 資料より 



新技術を活用したインフラ管理の高度化 

23 出典：内閣府 資料より 



新技術を活用したインフラ管理の高度化 

24 出典：内閣府 資料より 



まとめ 

• 笹子トンネルの天井板崩落事故をきっかけに、社会インフラ老朽化
に対する問題意識が高まった。事故調査からは特に適切な維持管
理・更新が課題として浮き彫りになった。 

• 今後、建築後50年を経過する社会インフラの割合が急激に増加する。 

• 従来、社会インフラの維持管理業務は地方公共団体が主体であるこ
とが多く、予算、人材、情報共有、作業環境等の課題のため実施上
の困難が生じており、早急に対応が必要。 

• 国として府省庁横断の施策として「インフラ長寿命化計画」を決定。
2030年頃までに老朽化に起因する重要インフラの重大事故ゼロを
目指す。 

• ロボット技術、センサー、モニタリング等の新しい技術を活用した
高度な点検・診断技術の実用化に向けた開発・実証試験が推進され
ている。 
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